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人とのかかわりを大切にし，自分の生き方を見つめ直そうとする子の育成 

岡崎市立井田小学校 佐野 恵広 

１ 研究主題 

これからの日本人にとっては，日本文化のよさを理解し，日本を愛する心を育て，日本人として自信を持っ 

て世界に飛び出し，発信していくことが大切である。また，外国の方とふれあい，相手の文化を理解し，互い 

の同質性や異質性をとらえて人として尊重し，世界中の人々と共生していこうとする心を育てていく必要があ 

る。

最近の子どもたちは，素直で明るく，言われたことには熱心に取り組もうとはするが，自ら課題を見つけた 

り，追究の方法を考えようとしたりすることが苦手である。また，自分で積極的にコミュニケーションを取ろ 

うとすることがあまりなく，受け身的な子どもたちが増えてきているように思われる。そのため，学級や学 

校，地域での人とのかかわりが希薄になり，社会性や自主性が身につかずに様々な問題を生じている。 

このままでは，世界中の国々と共生していこうとしている日本の姿は夢のまた夢で終わってしまうのではな 

いだろうか。これから日本の未来を担っていく子どもたちに，互いを認め合い，高め合う良さや楽しさに気付 

かせ，協力して作り上げることの喜びを味わわせ，人とのかかわりを大切にして共に生きようとする心を育て 

ていく必要がある。そこで， 

を研究主題として，国際理解教育を総合学習で取り上げて実践していくことにした。 

２ 研究の仮説と手立て 

研究主題を具現化するために，次のような研究の仮説を立てた。 

さらに，研究を進めていく上で，次の４つの手だてを考えた。 

① 課題を見つけ，追究に方向性を持たせる場の工夫 

・ 外国の方との直接的，間接的（ＶＴＲ・本）な出会いを意図的に設定することにより，自分との価値観・ 

考え方の違いをもとに課題意識を持たせる。 

・ 追究の目標や方向性を効果的に示すことにより，活動への意欲を高める。 

② 追究を深め，表現方法を工夫する場の設定 

・ 追究の手だてを考えさせることにより，追究を連続・発展させる 

・ 日本文化継承者の方とかかわる中で，さらに追究を深め，考え方や生き方を学ぶ。 

・ 発表相手を意識させることで，相手に合った効果的な発表内容・方法を工夫する。 

③ 互いに学び合い，深め合う場の設定 

・ 中間報告会に，検討する場を設定することで，自分の学習に関連づけて学習内容を深め，互いに表現方法 

を高め合う。 

④ 中学生と共に活動する場の設定 

・ 留学生との交流，表現方法を工夫する場で中学生と共に活動することにより，中学生の企画力，創造力， 

仮説１ 

課題設定の場において，人との出会いの場を設定し，追究に方向性を持たせてやれば，自ら 

課題を見つけ，意欲的に学習を深めていくことができるであろう。 

仮説２ 

各活動の場において，人とかかわり合う場を設定することにより，人の考え方や生き方にふ 

れ，自分なりの問いを持ちながら自分の生き方を振り返り見つめ直すことができるであろう。 

人 と の か か わ り を 大 切 に し 

自 分 の 生 き 方 を 見 つ め 直 そ う と す る 子 の 育 成
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コミュニケーション能力を学び，今後の自分に生かそうとする。 

・ 中学生とはできる限り１対１の組み合わせをつくって活動させることにより，かかわりを深め，相手の良 

さに気づかせる。 

３ 研究の内容 

（１）学習計画 

今までの国際理解の学習で 

は，外国調べを中心に行って 

きたが，今回は日本文化理解 

に重点を置いて学習計画をた 

てた。日本を愛し，日本文化 

の良さを知り，世界に発信し 

ていくためだけでなく，子供 

たちの追究の場において，日 

本文化の方がより深く追究で 

きるし，文化伝承者とのふれ 

あいを通してその生き方も学 

ぶことができるからである。 

また，外国の人々とふれあう 

には，どう話すかではなく， 

何を話すかが大切であり，日 

本文化や日本人の考え方とい 

う伝えたい内容があってこ 

そ，コミュニケーションも深 

まるはずである。さらに，自 

国の文化を深く理解していて 

こそ，相手の文化も理解でき 

るし，互いの同質性や異質性 

をとらえ，人として尊重しよ 

うとする心も生まれてくると 

考えたからである。 

そして，「日本文化を伝え 

よう」で学び方や考え方，主 

体的・創造的な追究の態度を 

育て，それを，その後の「世 

界の人と共に生きよう」の学 

習に生かしていこうと考え 

た。 

（２）抽出児童 

Ａ子は，能力も高く，自分 

月 学習内容 主な手だて・支援 かかわり 

４ 

５ 

６ 

７ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１ 

２ 

３ 

１ 世界の出来事を知ろう（１年間） 

○ 世界のニュース 

○ 日本との比較 

２ 世界の人々と交流しよう 

（１）ＡＬＴと交流しよう③ 

○ 簡単な英会話 

○ 外国の暮らし 

（２）留学生と交流しよう 

○ 各国のあいさつ 

○ 外国の人の考え方 

○ 外国から見た日本 

３ 日本文化を伝えよう 

（１）日本文化を調べよう 

○ 日本文化 

○ 日本人の考え方 

（２）日本文化発表の準備をしよう 

○ 調べたことのまとめ 

○ 発表方法の工夫 

○ 発表の準備練習 

（３）発表の検討会をしよう 

○ 他の班の調べた日本文化 

○ 発表内容・方法の見直し 

（４）発表会をしよう 

４ 世界の人と共に生きよう 

（１）世界の人々の暮らしを調べよう 

○ 世界の文化・暮らし 

○ 世界の人々の考え方 

○ 日本との比較 

（２）外国の子どもたちの考え方を 

知ろう 

○ カンボジアの暮らし 

○ 地雷の恐ろしさ 

○ 子どもたちの考え 

（３）自分たちのできる国際協力を 

考えよう 

○ 誰にもできるチョボラ 

（４）学習発表会で，調べたことを伝 

えよう 

○ カンボジアの現状 

○ 子どもたちの生き方 

○ カンボジアの文化 

○ 絵本・文具集め 

（５）絵本や文具を贈ろう 

○ メッセージ 

○ カンボジア語の絵本作り 

５ 学習のまとめをしよう 

○ これからの自分の生き方 

・世界の出来事を調べることにより，日 

本との共通点や相違点も考えさせる。 

・朝の会のスピーチの時間に２人ずつ毎 

日発表し，意識を持続させる。 

・外国の人が日本に来ている理由，外 

国の人から見た日本について聞き，日 

本人のあり方を考えさせる。 

・中学生から簡単な英会話を学び，交流 

の準備をさせる。 

・中学生のコミュニケーション能力だけ 

でなく，意欲にも気づかせる。 

・道徳で意欲を高め，日本人の心まで深 

く追究することの大切さに気づかせる。 

・調査段階でできる限り人とかかわらせ 

その人の生き方考え方を学ばせる。 

・効果的な発表方法を工夫させる。 

・中学生から英語の発音等を学ばせる。 

・見るポイントをしぼり，日本文化や発表 

の仕方を互いに学び合う中間発表の場 

になるようにする。 

・心の交流ができるように支援する。 

・生活や考え方の相違点，共通点に特 

に注目させる。 

・自分たちの生活が外国と密接につな 

がっていることを理解させる。 

・多民族国家から共に生きる秘訣を学 

ばせる。 

・カンボジアの子どもたちが身近に感じ 

られるように，ビデオ，本，カンボジア人 

講師の話を関係づける。 

・カンボジアの子どもたちの立派な考え 

方や生き方にふれられるようにする。 

・ボランティア経験者から経験談を聞き， 

国際人としての生き方を考えさせる。 

・哀れみではなく共に生きるという観点 

で，自分たちでできることを考えさせる。 

・カンボジアのすばらしい文化や人々の 

考え方も効果的に伝えられるように，発 

表内容・方法を工夫させる。 

・喜んでもらえるように，贈り方，作り方 

を工夫させる。 

・自分の考えや思いの変化についても 

まとめさせたい。 

・中学生 

・ＡＬＴ 

・留学生 

・中学生 

・学区の人 

・祖父母 

・各専門家 

・中学生 

・中学生 

・ＡＬＴ 

・留学生 

・中学生 

・カンボジア 

の子ども（Ｖ 

ＴＲ・本） 

・カンボジア 

人講師 

・海外ボラン 

ティア経験者 

・学区の人々 

単元目標 
・ 世界の人々，日本文化伝承者，中学生とのかかわりを大切にし，その人たちの生き方，考え方にふ 

れ，自分の生活を振り返り，見直そうとすることができる。 

・ 世界の人々と相互理解に基づいた対等な人間関係の上に立って共に生きようとする心を育てる。 

・ インターネットや図書資料，聞き取り調査を通して，日本文化，日本人の心を調べ，世界の人々に 

発信することができる。 

・ 世界には，その国独自の文化や伝統，生活習慣，価値観があることに気づき，日本文化との異質性 

や同質性を理解することができる。
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Family name 留学生（国・性別） 遊び 

１ The comet wing 

２ Gachack 

Eさん（タイ女性） いすとり 

３ New century Mさん（ブラジル男性） だるまさん 

４ Rainbow butterfly Ａさん（アメリカ男性） 福笑い 

５ Smile 

６ Dumpling 

Ｊさん（アメリカ男） 
Ｙさん（韓国女性） 

ボール遊び 

７ Lightwing break Ｂさん（韓国男性） ぼうずめくり 

８ All star Ｅさん（バングラデシュ男性） 氷鬼 

９ Desperate Ｔさん（シンガポール男性） 羽子板 

10 Spiral ocean Gさん（マレーシア女性） 氷鬼 

11 Able Ｉさん（韓国女性） ねこどん 

12 Dream star 

13 Star light 

Ｓさん（ドイツ男性） おにごっこ 

14 The central wing Wさん（マレーシア男性） カルタ 

15 Zero in start Ｔさん（アメリカ男性） スパンキーをさがせ 

16 The great dipper Ｊさん（チェコ男性） トランプ 

17 Cooperation Ｓさん（韓国女性） 絵のクイズ 

18 Humpty Dumpties Ｔさん（シンガポール女性） 紙相撲割り箸 

19 Forward Ｃさん（韓国女性） 折り紙豆つかみ 

の考えをしっかり持っており，まじめで決められたことには，こつこつと取り組むことができる。しかし，自 

分から進んで人とかかわったり，自分の考えを積極的に発表したりすることは控え気味である。外国について 

は，強い関心を持っており，他の子供たちに比べて知識は豊富である。 

このＡ子の興味関心を生かし，本単元を通して自分の課題を見つけさせ，こだわりを持って深く追究してい 

こうとする態度を育てようと考えた。また，人と積極的にかかわって，自己の生き方を見直そうとする態度も 

育てていきたい。 

４ 研究の実際とその考察 

（１）外国に目を向けよう 

子供たちの目を海外に向けるため，４月の初めから朝の 

会で毎日２人ずつ１年間続けて海外のニュースを発表させ 

た。発表に使った原稿は，教室の背面掲示板に掲示し，い 

つでも読めるようにしておいた。 

子供たちは，次第に外国についての新聞記事やニュース 

に目を向けるようになり，海外への関心が高まってきた。 

また，ＡＬＴから，基本的な英会話や母国の話を聞く機 

会を設けることにより，外国の人とかかわることの楽しさを味わい，基本的な英会話も習得することができ 

た。この経験をもとにして，留学生との交流会をより高いレベルのものにしていきたいと考えた。 

（２） 日本文化を伝えよう 

① 留学生と交流しよう（課題を見つけ，方向性を持たせる場） 

１対１を基本とした小中学生で構成されるブラザー，シスターを合体させ，中学３年生２，３名と小学６年 

生２，３名で男女混合のファミリーを１９作り，ＹＡＭＡＳＡ言語文化研究所の留学生との交流を計画した。 

今回を出会いの場として，ふれあうことを一番の目的とし，そこから，個々の課題を見つけさせていこうと考 

えた。 

それぞれのファミリーは，いす取りゲーム，だるまさんが転んだ，福 

笑い，鬼ごっこ，ボール遊び，トランプゲーム，羽付，折り紙など，互 

いに楽しめそうな遊びを考えて，中学生が英語で説明できるように準備 

をした。また，質問タイムでは，学習 

課題へと意識を向けていけるように， 

個々の質問内容をもとにして，全ファ 

ミリー共通の質問を話し合って決め 

た。

交流会では，はじめのうちは緊張し 

ていた子どもたちだったが，中学生が積極的に留学生にかかわって，英語を訳してくれたり，ゲームをしたり 

するうちに，留学生と積極的にふれあえるようになっていった。 

交流会の後に学年集会を開き，ファミリーごとに報告し合った。子供たちは，自分の交流や各ファミリーの 

発表から，留学生が，自分の信念を持って生きていること，自国の文化習慣をよく理解し，大切にしているこ 

とに感心していた。また，彼らの日本文化への関心の高さに驚き，意外にも自分たちが留学生の知りたがって 

留学生と楽しく交流しよう 

①オープニングセレモニー 

②エンジョイタイム 

留学生の国の言葉であいさつ 

名札を渡す 

英語で自己紹介をする 

準備してきた遊びをする 

③質問タイム 

共通の質問をする 

「なぜ日本に来たのか？」 

「日本について知りたいことは何 

か？」 

「何を大切にしているか？」 

「世界の人と仲良くなるには？」 

個々の質問をする 

④クロージングセレモニー 資料 １ 

資料 ２ 

写真 １
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いる日本についての答えを明確に持っていないことに気づいた。今後の交流についての話し合いでは，生き 

方や日本の良さを改めて教えてくれた留学生を再度招待して，日本文化を伝えることになった。 

目標をより明確にし，追究に方向性を持たせるために，この機を逃がさず，道徳で「さよならホストファミ 

リー」を取り上げ，日本人として日本文化をよく理解し，外国の方に伝えていくことの大切さを話し合わせ 

た。外国にばかり目が向いていた子供たちは，次の感想にみられるように，日本文化を大切にし，調べていこ 

うという意識はさらに高まっていった。 

次に，子供たちの追究が，日本文化を通して日本 

人の心にまで深まるように，「生活文化のペアをさ 

がそう」を取り上げた。 

衣食住を中心に，外国から伝わってきた生活文化 

と日本に昔から伝わる生活文化を比較させていくこ 

とにより，日本古来の文化には，自然の物でできて 

いる物が多いこと，日本の気候に合わせて考えられ 

ていることから，日本人が昔から自然や四季を大切 

にしながらも利便性をも考えて生活してきているこ 

とに気づき，自分たちの追究も表面的な部分だけでなく，日本人の願いや思いにまで追究を深め，日本人の心 

や考え方を留学生に伝えたいと考えるようになってきた。 

そして，ファミリーごとに伝えたい文化と，その調べ方を決めた。子どもたちは，自分が興味があったから 

だけでなく，交流した留学生が知りたがっていたこと，興味を持っていたこともふまえながら決めていった。 

② 日本文化を調べてまとめよう（追究を深め，表現方法を工夫する場） 

まずは，中学生にインターネットの使い方を教えてもらいながら，それぞれの日本文化の概要を調べ，その 

後は小学生が追究していった。 

学区の人材バンク等から聞き取り調査のできるファミリーは，授業後や休日に体験学習をかねて聞き取り調 

査を行った。それのできないファミリーは，さらに図書やインターネットで深く追究していった。 

雛祭りファミリーは，人形店へ行き，雛人形の歴史，並べ方を学び，実際に人形づくりの体験をしてきた。 

和菓子ファミリーは，和菓子屋で，四季と和菓子との関わり，和菓子の作り方を学んできた。茶の湯ファミリ 

ーは，学区で，茶室を持ってみえるＡさん宅を訪問し，茶室の作りや，茶道具，和菓子についても学び，そこ 

からもてなす心を学んできた。また，別の茶の湯ファミリーは，お茶の先生をしてみえるＢさん宅を訪問し 

主人公から学んだこと 

・「わたしは日本人です」と自信を持つためには，日本の文化や日本人の考え方を調べたり， 

自信のある目標や夢を持ったりすることが大切だと思いました。 

・ 英会話も大切だけど，日本人としての誇りを持たないといけないなあと思った。 

・ 自分の考え方や生き方を真剣に考えていかないといけないと思った。 

・ 相手の国のことを知って，自分の国の文化を伝えることが重要だということが分かった。 

自国の文化なのに，知らないことが多いので，もっと知っておきたいと思った。（Ａ子） 

日本について知りたいこと 大切にしていること・仲良くなる方法 

日本の文化や歴史を学びたい。 

お茶に興味がある。 

日本の人形に興味がある。 

日本料理に興味がある 

日本語，漢字が知りたい。敬語が難しい 

日本の漫画や映画に興味がある。 

日本のデザインを知りたい。 

日本人の考え方を知りたい。 

日本の政治が知りたい。 

日本の昔の家，和室が好き。 

なぜ，日本人はみんなおじぎをするのか。 

なぜ「お世話になりました」と言うのか。 

日本人はなぜきまりを守らないのか。 

自然を大切にしている。 

アマゾンを大切にしている。 

大きな木を大切にしている。 

あいさつを大切にしている。 

家族を大切にしている。 

身分の上の人に対する礼儀を大切にしている 

自由を大切にしている。 

カレーライスを大切にしている。 

メールで世界の人と仲良くする。 

笑顔であいさつする。 

英語で話せるようにする。 

資料 ３ 

資料 ４ 

作文 １
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Family name 日本文化 調べた方法 発表の内容と方法 

１ The comet wing 茶の湯 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，お茶の先生 茶道具の説明，実演体験 

２ Gachack 和菓子 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，和菓子屋 わらびもちの作り方，試食 

３ New century 箸 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，祖父母 箸のタブー実演，紙芝居「箸の歴史」 

４ Rainbow butterfly 十二支 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 英語でペープサート，占い，年賀状 

５ Smile 習字 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，書道の先生 道具の説明，習字体験 

６ Dumpling 雛祭り 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，人形店 実物で作り方，顔描き体験，雛人形 

７ Lightwing break 古墳 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，社会見学資料 古墳の図，埴輪 

８ All star 昔話 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 英語で紙芝居 

９ Desperate 着物 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，祖母 着物のがらの写真，着付け体験 

10 Spiral ocean 祭り 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，総代さん 法被試着，獅子舞実演 

11 Able 俳句 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，５年時の学習から 季語のまとめ，英語俳句 

12 Dream star 七夕 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 紙芝居，飾り・短冊作り 

13 Star light 箸 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，祖父母 実演，紙芝居「箸とやまたのおろち」 

14 The central wing 家の造り ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，学区の和風の家 今と昔の家の写真と図，間取りパズル 

15 Zero in start 茶の湯 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，学区の茶室 紙芝居「茶の歴史」，実演体験 

16 The great dipper 着物 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，祖母 着方の図，着付け体験 

17 Cooperation 茶の湯 ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，学区の茶室，祖母 掛け軸「一期一会」実演体験 

18 Humpty Dumptie 
s 

昔話 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ 英語で紙芝居 

19 Forward 和紙 図書，ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ，４年時の学習から 紙芝居「和紙の作り方」・紙すき体験 

「季節にあった茶碗を使うんだね。」 人形店の頭師から学ぶ子供たち 

て，茶の点て方 

や歴史から，一 

期一会等の茶の 

湯の心を学ぶこ 

とができた。 

このように人 

々とかかわるこ 

とにより，親が 

娘の成長を願う 

気持ちを大切に 

しながら人形作り 

をしている頭師の 

情熱や，現代でも 

四季を大切にし， 

季節に応じた材料 

で和菓子を作る職 

人のこだわりや生 

き方，人をもてな 

す心を大切にして 

いるお茶の先生や 

祖父母の姿も学ぶ 

ことができた。 

再度，目的を再 

認識させ，意欲を 

高めるために，発表会のテーマと自分たちの目標を学年集会で話し合った。 

子どもたちは，「留学生との心の輪を広げたい」「和の心を伝えたい」とい 

う思いを込めて目標を「２つのわ」に決めた。 

そして，ファミリーごとに発表の内容や方法を決めて準備にかかった。こ 

こでは発表がより効果的になるように，発表内容だけでなく，発表物の大き 

さや具体物の使い方についても助言していく。 

中学生からのアドバイスも受けて，発表物や英語版のシナリオも作成し 

た。どのファミリーも紙芝居，ペープサート，図や写真でまとめた発表物を 

使い，説明や作り方だけでなく，歴史，日本人の心を入れて意欲的にまとめ 

ることができた。 

さらに，それに加えて実演や体験を加え，留学生に楽しんでもらえるよう 

に工夫を凝らしたものができあがり，発表練習を行った。小学生でも英語の 

せりふを任せられた子たちは，中学生から発音の仕方などを熱心に学んでい 

た。

Ａ子のファミリーは，日本の和室が好きだと言っていた留学生の 

ために，家の造りについて調べることに決めた。そして，昔ながら 

の日本の間取りなどをインターネットや図書で調べ，さらに学区に 

ある昔ながらの純和風の家を探して訪問し，写真を撮ったり取材し 

たりして資料を集め，現在の日本の家と比較した。さらにＡ子は， 

昔ながらの家は自然の材料を使用していると聞き，人に優しく自然 

と共に暮らせるよさを発表の中に取り入れて，発表物を準備した。 

資料 ５ 

資料 ６ 

資料 ７ 

写真 ２ 写真 ３
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Ａ子の作文 

・・・資料が集まると，今度は，どの項目を伝えるかだ。これは，ほぼ意見が一致し，特徴，間取り，今の家と昔の家 

の違いの３つに決まった。 

次はどのように伝えるか。撮ってきた昔の家の写真とＭさんの家の写真で，昔の家の特徴と，昔と今の違いを説明す 

ることができる。 

さて，家の間取りはどうするか。とりあえず，間取りの全体図をかいてみた。すると，「それじゃあ小さいよ。」 

と，先生に指摘されてしまった。でも，この図もせっかく丁寧にかいたのだからもったいない。そう思っていたら，中 

学生のＫさんが，すごいアイデアを出してくれた。１つ１つの部屋をそれぞれ１枚の紙にかいて，全部あわせて大きな 

パズルにする。そして，はじめにかいた小さい図は，パズルをやった後で，その答えとして見せてあげるというもの 

だ。みんな大賛成・・・まだ直すところはたくさんあるだろうけど，全体の流れがつかめたのでよかった。ゆっくりは 

きはきしゃべって，留学生に昔の家について知ってもらいたい。 

③ 発表の検討会をしよう（互いに学び合い深め合う場） 

留学生に伝える前に，発表の仕方を互いに検討し合い，助言し合う，相互評価の場を設けることにした。ま 

た，中間報告会を兼ね，他のファミリーの学習内容や方法を知り，自分たちの学習に関連づけたいとも考え 

た。

３つ，４つのファミリーを集めて６グループを構成し，グループでのローテーションセッションを３時間行 

う。各グループの検討会がスムーズに進行できるように話し合う項目「初めて知ったこと」「自分たちの発表 

に取り入れたいところ」「よくしたいところ」を与え，小学生が主体的に活動できるように励ましていく。そ 

して，この学習を生かして，留学生への発表会をよりよいものにしていきたいと考えた。 

また，３時間のうちの第１時には，今まで交流してきた４人のＡＬＴに加え，高校のＡＬＴにも参加しても 

らい，発表内容や方法へのアドバイスもしてもらうことにした。この他者評価により，発表方法をより効果的 

なものにしたり，他者からの称賛を受けることにより自信を高めたりしたいと考えた。 

ＡＬＴの代表と，事前の打ち合わせを行い，英語だけでなく，発表の仕方（方法，態度，資料の効果的な提 

示方法）にも重点を置いてコミュニケーション能力を高めてもらえるようにお願いした。 

総合的な学習指導案 

１．単元 世界へ飛び出そう（小学校４８時間完了・中学校２９時間完了） 

２．単元の目標 

小学校６年 ・中学生と楽しくかかわって活動し，中学生のコミュニケーション能力や企画力，統率力に気づき，自分の今後の生活に生かすことが 

できる。 

・世界にはその国独自の文化や生活があることに気づき，日本文化との相違点や共通点を見つけていく中で，互いの文化や生活を尊重 

し，共に生きようとする心を持つことができる。 

中学校３年 ・小学生の能力を見極め，援助の仕方を考えることにより，他者を思いやる心を育てると共に，自分の生き方を見つめ直すことができ 

る。 

・世界の国々 や日本の生活・文化の違い，共通点に気づき，他国の人々 と相互理解し，国際社会で生きていくための資質や能力を高める 

ことができる。 

３．活動計画（○数字は指導時間数を，（ ）内数字は交流時間数を示す） 

第１次 世界に目を向けよう 小随時・中随時 

第２次 世界の人々 とふれあおう 小⑧・中⑥（５） 

第３次 日本文化を知らせよう 小⑯・中⑬（１１）本時８／１１ 

第４次 世界の文化を調べよう 小⑧・中②（２） 

第５次 多民族国家から共に生きるこつを学ぼう 小⑥・中②（２） 

第６次 自分たちのできる国際協力を考えよう 小⑩・中⑥（５） 

４．本時の活動 

（１）実態 

作文 ２
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４月当初，小学生の積極性，中学生のリーダー性において，自覚が持てるように，小学生２～３名と中学生２～３名で構成される１９のファミリー 

を男女混合で作り，交流活動「国境を越えて，ドッキンすごろく無限大」交流会を行うことにした。小学校６年生は，観察力に鋭く，学習に真面目に 

取り組むもうとするが，指示待ちの傾向が強く，自分から考えて行動することが苦手である。中学校３年生は，真摯で積極性があり，交流活動をより 

よくするために小学生のよさを引き出そうとするが，控えめな小学生に困惑している状態である。 

今までに子供たちは，留学生との交流を通して，外国の方が，自分の信念を持ち，自国の文化習慣をよく理解し，大切にしていることに感心してい 

た。また，彼らの日本文化への関心の高さに驚き，日本人として，日本文化をよく理解し，外国の方に正しく伝えていかなければならないことに気づ 

いてきた。そこで本次「日本の文化を知らせよう」を設定し，自分たちや留学生が関心の高い日本文化を選択して調べ，世界の人々 に発信していこう 

と考えた。本時までに，子供たちは，自分のファミリーの課題を調べてまとめ，発表の準備をしてきている。 

本時は，留学生に伝える前の，発表の仕方を検討する授業の第１時である。３つ，４つのファミリーを集めて，６グループを構成し，グループでの 

ローテーションセッションを行う。他のファミリーの発表を聞き，自分たちの調べていない日本文化について学ぶと共に，発表の仕方についてファミ 

リーで話し合い，意見をまとめてお互いに助言し合う。教師は，各ファミリーの中学生が進行しやすいように話し合う項目を与え，小学生が主体的に 

活動できるように励ましていく。本時の交流活動をとおして，小学生は，中学生のよさを感じ，ファミリーの一員として積極的にかかわろうとする心 

を，中学生は小学生のリードの仕方や，的確なアドバイスの仕方を学び，互いに成長しあっていってくれることを願っている。そして，この学習を生 

かして，留学生への発表会をよりよいものにしていきたいと考えている。 

（２）目標 

小 ・自分の考えを持って積極的に話し合い活動に参加し，ファミリーの一員としての自覚を持つことができる。 

・他のファミリーの発表を聞き，日本文化を理解すると共に，発表の内容のよい点を見つけることができる。 

中 ・小学生の意見を引き出して，ファミリーをリードし，話し合いをまとめようとすることができる。 

・他のファミリーが調べた日本文化を理解すると共に，発表の内容がよりよくなるように的確にアドバイスすることができる。 

（３）展開 

段階 

(分) 

学習活動 

小学校６年 中学校３年 

教師の指導・支援 

小（Ｔ１・Ｔ２）中（Ｔ３・Ｔ４） 

備考 

出

会

い 

(7) 

１ 進行係の指示で小中学生が向き合ってあいさつをす 

る。 

２ 進行係が本時の目標を発表する。 

３ 進行係が本時の進め方を発表する。 

・子供たちの様子を観察しながら一緒にあいさつをする。 

・子供たちが集中しているか観察する。 

・進行の仕方について助言する。（Ｔ３） 

本時の計画を書い 

た模造紙 

発表物 

進行係 

中学生１人 

小学生１人 

日 本 文 化 の 発 表 内 容 を よ り よ く し よ う
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(5) ７ ＡＬＴから， 英語や発表内容についての助言を聞 

く。 

８ 進行係の指示で集まり，本時の反省をする。 

・ めあての反省 

・ 今後の予定 

９ ＡＬＴにお礼を言い，小中学生が向き合って，あい 

さつをする。 

・ＡＬＴの説明が理解できているかどうか観察し，助言す 

る。 

・進行の仕方について助言する。（Ｔ１） 

・今日の活動でよかったところ，本時の係をほめ，子供た 

ちと共に拍手する。（Ｔ３） 

・子供たちの様子を観察しながら， 一緒にあいさつをす 

る。 

（４）評価 

小 他のファミリーの発表内容のよい点を見つけ，自分たちの発表の参考にしようとすることができたか。 

中 小学生の意見を引き出してファミリーをリードし，発表内容をよりよくする方法をまとめることができたか。 

展 開 細 案 
学習内容 時間 学習活動 

小学校６年・中学校３年 

教師の指導・支援 

小（Ｔ１・Ｔ２）中（Ｔ３・Ｔ４） 

前日 

当日 

準備 

始めの会 

本時の目標 

めあて 

時間配分 

1:20 

1:35 

「発表ファミリー」は，発表物などを準備しておく 

・置けるものは，体育館に，大切な道具は多目的室に置く 

「全員」筆記用具，クリップボード，プリント，名札，ＡＬＴ用のプリント 

筆記用具は，それぞれの発表場所にかためておく。司会者は指示棒。 

小学生は，体育館シューズを持って，体育館北側入り口から入る。靴は，北 

側に並べておく。 

発表ファミリーは，発表準備 

他の子は，名札，プリント，クリップボード，筆記用具 

※準備が終わったら，体育館でいつも通りにファミリーごとに座る。 

※始まるまでの間があれば，中学生が，ゲームを行い，雰囲気を高める。ゲ 

ーマー（ ） 

※発表ファミリーは，準備をつづける 

「こんにちは」 

「おねがいします」 

「今から『国境を越えて，ドッキンすごろく無限大交流会』を始めます。」 

「模造紙を見てください。今日の予定を発表します。」 

「今回のミッションは，日本文化の発表内容をよりよくしようです。」 

「小学生のめあては， 

です。一緒に言ってみましょう，さんはい。」 

「中学生のめあては， 

です。一緒に言ってみましょう，さんはい。」 

「今日の計画を発表します。 

１：３５～１：４２までが，今日の予定 

１：４２～１：４５までが，移動と準備 

１：４５～２：００までが，発表 

２：００～２：０７までが，感想をプリントにまとめる 

発表ファミリーは，片づけ 

２：０７～２：１５までが，意見発表， 

ＡＬＴの先生からのお話 

２：１５～２：２０までが，自分たちの発表の検討・注意事項 

・各班の準備の確認。 

ＡＢ（Ｔ３）ＣＤ（Ｔ２）ＥＦ（Ｔ１） 

・畳６枚，ポット，衝立２，長机４，いす６ 

・ＡＬＴ用プリント，タクシーチケット３枚 

準備 

（Ｔ４） 

※ＡＬＴは，１２時半到着予定。到着したら 

中学校和室へ案内する。（Ｔ４） 

・ＡＬＴに帰りのタクシーチケットを渡し１ 

：２５になったら，体育館へ案内する。（Ｔ 

４） 

【タクシー】ＡＬＴ１台，高校２台 

・各班の準備の確認。（Ｔ） 

・ゲーマーへの補助（Ｔ） 

・教師の配置 

進行横（Ｔ３）南前側（Ｔ１） 

南後（Ｔ２） 

北前側（Ｔ４，ＡＬＴと共に） 

・一緒に挨拶をする（Ｔ） 

・全体の把握＋進行係（Ｔ３） 

・北側のグループ観察 

＋ＡＬＴへの通訳（Ｔ４） 

・南側のグループ観察（Ｔ１，Ｔ２） 

・全員が模造紙に注目しているか観察し，指 

導する。（Ｔ） 

・声が小さい場合はもう１度言わせる。 

（Ｔ１，Ｔ３）



9 

本時の係 

ＡＬＴ紹介 

先生のお話 

２：２０～２：２５までが，移動と反省会です。」 

※進行係小学生は，指示棒で模造紙を指しながら発表する。 

「全体の進行係は，中学生が 。小学生は です。」 

「今日の英語の発表について，助言してくださるＡＬＴの先生と留学生を紹 

介します。」 

I'm going to introduce our guest teachers to you. 

The teacher of A group is Ms.Helen Crabtree from Canada. 

The teacher of B group is Ms.Prasangi Ranaweera from England. 

The teachers of C group are Ms.Lorna Jones and Ms.Jaquline Cherry. 

They are exchange students at High School. 

The teacher of D group is Ms.Kamie Itoh. 

She's teaching at Commercial school. 

The teacher of E group is Ms.Rebecca Holloway from Canada. 

The teacher of F group is Mr.David Chow from Canada. 

「 先生のお話」 

「それでは，発表ファミリーの中学生が，担当のＡＬＴの先 

生をご案内して，始めてください。」 

The chief of the group will come to pick you up. 

So please follow him to meet your group. 

・ＡＬＴを前に連れていく（Ｔ４） 

・英語の紹介の仕方について，必要があれば 

助言する。（Ｔ４） 

・ＡＬＴの横で，自主性，補助の仕方などに 

ついて話す。（Ｔ１） 

・一緒に移動をし，発表できる体制になって 

いるかどうか確認する。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

移動・準備 

発表 

感想のまとめ 

助言 

1:42 

1:45 

2:00 

2:05 

※ファミリーの（ ）がＡＬＴの先生をご案内する 

Hello .    I'm (            ) .   Please  follow   me. 

※ファミリーの（ ）は，ＡＬＴの先生のいすを用意する。 

「それでは，( )ファミリーの発表を始めます。発表の間は，メモ 

はとらないでください。発表が終わってから書いてください。」 

Now  we'll  begin  the  presentation. 

Please don't take notes during the presentation 

but only after the presentation. 

「これで， についての発表を終わります。」 

「ぼくたちの発表について，感想や気づいたことをプリントに書いてくださ 

い。」 

Please  write down  what  you  thought about  our  presentation. 

We're  going  to  ask  you  about  it  later. 

※その間に，発表ファミリーは，片づけをする。 

「それでは，ぼくたちの発表についての感想や意見を言ってください。」 

※手を挙げた子からさしていく。なるべく小学生から。 

手が挙がらなければ，適当に指名する。 

発表班の小学生は，意見をプリントにまとめる。 

「ＡＬＴの先生から，助言をいただきます。」 

Now  we'd  like  to  hear  from  you  about  our  presentation. 

「ありがとうございました。今の意見を参考にして，本番の発表をよりよい 

ものにしていきたいと思います。」 

Thank  you  very  much  . 

With  your  advice,  we  will  make our presentation  better. 

「今出た意見を参考にして，自分たちの発表をよりよくするためには，どう 

したらよいかをファミリーで話し合ってください。」 

・中学生がＡＬＴを案内できているか 

どうか確認する。（Ｔ４） 

・発表ファミリーの進行の様子，聞いている 

子たちの様子を観察する。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・英語がうまく伝わっているかどうか 観察 

する。（Ｔ４） 

・まとめ方について助言する。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・巡視をし，上手にまとめている子をほめる 

。・・具体的に書かれていない子に助言する 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・まとめ方の困っているＡＬＴに助言する。 

（Ｔ４） 

・進行について，必要があれば助言する。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・意見の内容がよく分からないときは，補説 

する。（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・高校留学生につき，英語が難しい場合は， 

解説する。（Ｔ４）
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ファミリーの 

話し合い 

後片付け 

反省 

あいさつ 

会場片付け 

2:15 

2:20 

2:25 

※ファミリーで丸くなってすわる。 

「司会は，( )が，書記は( )がやります。 では，今の発表や 

意見を参考にして，自分たちの発表内容で，変えた方がよいところがあれば 

言ってください。」 

※発表ファミリーは自分たちの反省会を同じように行う。 

※順番に指していく。 

「自分たちの発表の仕方で，注意した方がいいことを言ってください。」 

※時間があれば，変更，付け加えをすることについて話し合う。 

「（書記）では，７月７日にむけて，次のことに注意して準備や練習をして 

いきましょう。（書記が決まったこと，注意することをまとめて言う。） 

「片づけをして，始めの位置にもどってください。」 

Please move back to the left side again. 

※ 全員が始めの席にちゃんと座ったら 

「今から，反省会を はじめます。」 

「今日の目当てについて，反省を発表してください。」 

「小学生の人，今日の反省をいってください。」 

※３人程度指名して発表させる。 

「中学生の反省を聞きます。」 

※３人程度指名して，発表させる。 

「今日は，ＡＬＴの先生や，留学生のおかげで，とてもいい勉強ができまし 

た。」 

Today we've learned a lot about how to present 

because of the ALT  and exchange students. 

Thank you very much. 

「僕に続いて英語でお礼を言いましょう。」 

Thank you very much. 

「先生のお話。 先生おねがいします。」 

「起立，気をつけ。これで，『国境を越えて，ドッキンすごろく無限大交流 

会』を終わります。」 

「ありがとうございました」「さようなら」 

片付け 

・中学生の司会の仕方を観察し，必要があれ 

ば助言する。（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・積極的に活動している小学生をほめる。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・意欲的に取り組めているファミリーをほめ 

る。（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・時間を確認しながら，片づけを見守る。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・反省会ができる状態かどうか確認する。 

（Ｔ１，Ｔ３） 

・ＡＬＴを北側前に移動させる。（Ｔ４） 

・教師の配置 

進行横（Ｔ３）南前側（Ｔ１） 

南後（Ｔ２） 

北前側（Ｔ４，ＡＬＴと共に） 

・全体の把握＋進行係（Ｔ１） 

・北側のグループ観察 

＋ＡＬＴへの通訳（Ｔ４） 

・南側のグループ観察（Ｔ２，Ｔ３） 

・英語の司会，お礼について困っていたら補 

助する。（Ｔ４） 

・今日の活動でよかったところをほめる。発 

表ファミリー，進行係，反省の発言者をほめ 

子供たちと共に拍手する。（Ｔ３） 

・一緒に挨拶をする。（全員） 

・会場の片づけをさせる。 

（Ｔ１，Ｔ２，Ｔ３） 

・ ＡＬＴ，留学生からコメントのプリント 

をもらいタクシーに乗せる。（Ｔ４） 

・ 

子どもたちは，それぞれ 

のファミリーの発表を真剣 

に見つめ，初めて知る日本 

文化だけでなく，良かった 

ところや自分たちの取り入 

れたいこと，よくしたいと 

ころなどを見つけてアドバ 

イスし合った。さらに，Ａ 

ＬＴからも，お褒めの言葉 

やアドバイスをいただき，それらをもとに，本発表に向けて発表物を作 

り直したり，練習したりして，発表をよりよいものにしていった。そし 

て，留学生たちに英語で招待状を送り本発表の日を待った。 Ａ子は， 

検討会で着物ファミリーの発表を真剣に見つめ，積極的にアドバイスす 

ることができた。また，他のファミリーから自分たちの発表の仕方を認 

資料 ８ 

写真 ４
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めてもらえたことから，自信を持って本番を迎えることができた。 

④ 日本文化発表会をしよう 

国境を越えて！ドッキンすごろく無限大交流会 ミッション８ ラフスケジュール 

１ 目的 ○外国人留学生との交流を通して，望ましい国際性を培うとともに国際親善を図る。 
○外国人留学生に接することにより，視野の広い国際人としての資質向上を図る。 
○日本の文化の一端を外国人留学生に紹介する。 
○英語によるコミュニケーションの機会を通して，英語力を高める。 

２ 交流相手 ヤマサの外国人留学生（１７）・高等学校の講師（２）１９名の予定（当日減るかもしれない） 
Family name 日本文化 １回目の発表を聞く留学生（国・性別） ２回目 ３回目 

１ The comet wing 茶の湯（多目） インオンさん（タイ女性） テイさん 
２ Gachack 和菓子 ローナさん（ニュージーランド女性） インオンさん 
３ New century 箸 マークさん ララさん 
４ Rainbow butterfly 十二支 ミスクさん マークさん 
５ Smile 習字 ベローナさん（フランス男性） ララさん 
６ Dumpling 雛祭り ユンさん（韓国女性） ピコさん ジャクリーンさん 
７ Lightwing break 古墳 レーマンさん ハンさん 
８ All star 昔話 ララさん（オーストラリア女性） ジャクリーンさん 
９ Desperate 着物（多目） テイさん（シンガポール男性） ユンさん 
10 Spiral ocean 祭り テイさん ミスクさん 
11 Able 俳句 ベローナさん インオンさん 
12 Dream star 七夕 レーマンさん（ドイツ男性） ユンさん 
13 Star light 箸 ジャクリーンさん（オーストラリア女性） レーマンさん 
14 The central wing 家の造り ピコさん（マレーシア男性） ローナさん 
15 Zero in start 茶の湯（多目） マークさん（アメリカ男性） ミジョンさん ステファニーさん 
16 The great dipper 着物（多目） ハンさん（韓国女性） ピコさん 
17 Cooperation 茶の湯（多目） ミスクさん（韓国女性） ハンさん ベローナさん 
18 Humpty Dumpties 昔話 ステファニーさん（シンガポール女性） ミジョンさん 
19 Forward 和紙 ミジョンさん（韓国女性） ステファニーさん ローナさん 

※ 発表が終わった班は，留学生を次の班の場所に連れていくこと 
留学生（国・性別） １回目の発表 ２回目の発表 ３回目の発表 

ローナさん（ニュージーランド女性） ２班 和菓子 １４班 家の造り １９班 和紙 
シルビオさん（ブラジル男性） ３班 はし １７班 茶の湯 １１班 俳句 
アルベルトさん（ドイツ男性） ４班 十二支 １１班 俳句 １７班 茶の湯 
ロジャーさん（アメリカ男） ５班 習字 １８班 昔話 １２班 七夕 
ユンさん（韓国女性） ６班 七夕 ９班 着物 ５班 習字 

Ａ子の作文 
・・・デスパレット（９班）の着物の発表を見た。見ていて飽きなくて，アドバイスを紙に書くとき，思 
ったことをどんどん書いて発表できた。・・・最後に発表するのはけっこう緊張するもので，今更ながら 
せりふを間違えないか，順序よく進んでいくか心配になってきた。それは，見事に当たった。中学生の英 
語を交えての発表が初めてであったため，せりふを言うタイミングがつかめなかった。発表が終わり，ア 
ドバイスをメモする。声が大きく聞き取りやすい，パズルがあっておもしろくわかりやすいなどがんばっ 
たことを認めてもらえてうれしかった。注意したいことは，まっすぐ立って前を向いて言う，絵を見やす 
く出すとよいということだった。ファミリーで話し合い，英語と日本語のタイミングを合わせること，絵 
を見やすく出すことに気をつけて練習をすることになった。 

本番は相手にわかりやすく伝えたい。失敗しても気にせず，堂々と発表したいと思った。 

友達からのアドバイス ＡＬＴからのアドバイス 

よいところ よくしたいところ よいところ よくしたいところ 

声が大きく聞き取りやすい 

よく暗記できている 

写真や図がよい 

劇やパズル，実演がいい 

画用紙の絵や説明がいい 

声が小さく，聞き取りにくい 

間があきすぎてしまう。 

絵の出し方をわかりやすく 

日本語はゆっくり話す。 

まっすぐ前を向いて立つ 

英語の発音が上手 

楽しそうに説明できた 

しっかり準備ができていた 

ステップをふんでわかりやす 

く説明できた 

目を見て自信を持って話す 

発表物で顔を隠さない 

動作を大きくするとよい 

実演するときは「 like  this」と 

言ってくれるとよい。 

資料 ９ 

作文 ３
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ユンさん（韓国女性） ６班 七夕 ９班 着物 ５班 習字 
ジュンサンさん（韓国男性） ７班 古墳 １２班 七夕 １班 茶の湯 
エテシャムさん（バングラデシュ男性） ８班 昔話 １０班 祭り ９班 着物 
テイさん（シンガポール男性） ９班 着物 １３班 はし ８班 昔話 
ルーンさん（マレーシア女性） １０班 祭り １班 茶の湯 ３班 はし 
ヨンソンさん（韓国女性） １１班 俳句 １６班 着物 ２班 和菓子 
レーマンさん（ドイツ男性） １２班 七夕 ７班 古墳 １３班 はし 
ジャクリーンさん（オーストラリア女性） １３班 はし ８班 昔話 ６班 雛祭り 
ピコさん（マレーシア男性） １４班 家の造り ６班 雛祭り １６班 着物 
マークさん（アメリカ男性） １５班 茶の湯 ３班 はし ４班 十二支 
ヤンさん（チェコ男性） １６班 着物 ５班 習字 ７班 古墳 
ミスクさん（韓国女性） １７班 茶の湯 ４班 十二支 １０班 祭り 
ステファニーさん（シンガポール女性） １８班 昔話 １９班 和紙 １５班 茶の湯 
ミジョンさん（韓国女性） １９班 和紙 １５班 茶の湯 １８班 昔話 

３ 場所 中学校体育館，多目的室 

４ 参加者 小学校６年生児童 男子２７名，女子３６名，計６３名 
中学校中学３年生生徒 男子２１名，女子１９名，計４０名 

５ 当日までの準備 
名札（留学生用，個人用），招待状，招待する人の国のあいさつが言えるようにしておく 

６ 当日の持ち物 
児童・生徒 ・・・留学生の名札，自分の名札，発表会でいるもの，体育館シューズ 
教師 ・・・タクシーのチケット，カメラ，ビデオ 

７ 交流会の流れ 
時 間 内 容 児童・生徒 教 師 

９：４０～ 

留学生の人数確認・タクシー手配 
準備 
PICKING UP 

迎え（９：３０ 高等学校） 
（９：４０ YAMASAⅡ） ・体育館・多目的室で準備する 

・出迎え（接待係） 
すぐに体育館にお連れする 

・タクシー（Ｔ１） 

・出迎え（Ｔ１・Ｔ４） 

１０：００～ Opening ceremony 【体育館】 
(1) 挨拶 

「ヤマサの留学生のみなさんようこそ 
いらっしゃいました。今日は，私たちの 
日本文化発表を楽しんでください。」 

(2) 名札渡しと移動 
「ファミリーのダディーは，名札を渡して 
自分たちの発表場所に連れていってあ 
げてください。他のファミリーの人も一 
緒に移動して，発表を始めてください。 
」 

・発表物に気をつけながら，いつ 
もの場所で並んで立つ。 

・拍手でむかえる 
・挨拶（ ）（ ） 
・名札渡し 

（各ファミリーのダディー） 

・写真 
・ビデオ 
・補助 
・通訳 

１０：１５～ 

１０：３５～ 

１０：５５～ 

１回目の発表 【各活動場所】 

２回目の発表 

３回目の発表 

・ファミリーのダディは，次の発表 
の２分前になったら，留学生を 
次の発表を聞く場所に連れてい 
く。 

・時間が余ったら，質問を受けた 
り，楽しく交流したりして待つ。 

・巡視，補助 
・写真 
・ビデオ 

1１：１５～ Closing ceremony【体育館】 
・お礼の言葉「今日はお忙しい中お越しい 
ただきありがとうございました。私達もと 
てもいい勉強になりました。さようなら。」 

・各班たて２列で並ぶ 
・お礼の言葉 
・花道をつくって見送り 
・接待係は校長室へ誘導 

・補助 

・誘導（Ｔ１・Ｔ４）
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昔の家は自然の材料を使っています 

Ａ子の作文 
・・・そしてむかえた７月７日。きんちょう感は全くなかった。体育館に入ってしばらくすると，留学生の団 

体が来た。その中には，もちろんＰさんも。 
時間になり発表となった。順調に進み，私の番がきた。相手の目を見ながら，話を理解したように見えたら次 

へ進んだ。発表しているときは，Ｐさんもこちらに目を合わせてくれていた。 
発表が終わり，Ｐさんが，「日本の家に住んでみたい。」と言ってくれうれしかった。日本の家の良さを伝え 

ることができた。・・・ 

1１:２５～ 

１１：４０ 

片づけ 

Taking students to YAMASA 
（１２：００ YAMASA） 

Taking ALT to 高等学校 
（１２：１０ 高等学校） 

・班ごとに片付けをする ・片づけ（Ｔ２・Ｔ３） 

・見送り（Ｔ１・Ｔ４） 

８ 今後の予定 
お礼の手紙を書く（人形店，和菓子屋，茶の湯の先生２人，獅子舞を指導してくださった方， 

七夕の竹をいただいた方，ALT，留学生） 

Ｒｏｕｇｈ Ｓｃｈｅｄｕｌｅ ｏｎ ｔｈｅ ｄａｙ 

Place            :  The gymnasium of Secondary School 

９:3０ＡM          Picking up at the parking of High School by Taxi 

９:４０ＡM          Picking up at the parking of YAMASA by Taxi 

1  10:00～10:15     Opening ceremony 
A welcome speech by the pupil of Primary School and the student of Secondary  School 
Meeting  with each other 

2  10:15～11:15     Announcement of  Japanese culture 
Enjoying of three kinds of Japanese culture. 
If you have any questions, please ask the students. 

10:15～10:35 
10:35～10:55 
10:55～11:15 

3  11:15～11:25 Closing ceremony 
A short speech by the pupil of Primary School and the student of Secondary School 

4  11:25～11:35     Gratitude from the principal 

11:40～ Taking ALT to High School 
Taking students to YAMASA 

日本文化発表会当日。子供たちは，練り上げた発表に加え，それぞれ招待する留学生の国の言葉でのあいさ 

つも交えながら発表した。日本文化を発信するのだという意欲を持ち，聞いている留学生の様子を見ながら， 

熱心に伝えていた。 

Ａ子は，「日本の家の造り」の発表を，留学生の目を見ながら，理解してくれているかどうか気遣いなが 

ら，発表をしていた。発表後に，留学生が日本の家に住みたいと言ってくれたことで，日本の良さを伝えるこ 

とができたと喜んでいた。また，留学生の日本への理解や思いやりの気持ちにも気づいたようである。 

写真 ５ 写真 ６ 写真 ７ 

作文 ４
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児童の作文 
・・わたしたちは口では「かわいそうだね。」と言っているけど，何もできず，見て見ぬままに通り過ぎ 

ていっている。私たちと同じ年なのに，とても差をつけられていると思う。みんなで協力し合う心が少しず 
つなくなっていく日本人と，協力することを今でも忘れていないカンボジア人とでは，すごい心の差だ。わ 
たしは，カンボジアの子どもたちから，本当の優しさや強さを学んだような気がする。・・・ 
・・一番大切なことは，世界が一つになること。カンボジアの子供たちから一番大切なことを教わった。み 
んなが平和に暮らせて笑顔が絶えない，そんな暮らしにしたい。カンボジアの子供たちは，悪い方向へ考え 
ずに，「平和になれるように。」とめざして，将来のことを考えている。そんな優しい心がたくさんあるカ 
ンボジアは，すばらしい国になると思う。それを手伝うために何をしていけばいいかと思う・・・（Ａ子） 

（３） 世界の人々と共に生きよう（今までの学習を生かす場） 

① カンボジアの子どもたちの暮らしを知ろう

６年生は，毎 

年，カンボジアの 

現状を学び，自分 

たちのできる国際 

協力を考えてき 

た。しかし，今回 

は，カンボジアの 

子どもたちの暮ら 

しや考え方を中心 

に取り上げ，課題意識を高め，自分たちの生活を見つめ直してほし 

いと考えて授業を組んでいくことにした。 

地雷についてのビデオとアジア保健研修財団の冊子を提示するこ 

とにより，子供たちは，地雷の恐ろしさと，その中で暮らしている 

にもかかわらず，明るく将来の夢を持ってたくましく生きている， 

自分たちと同じ年齢の子供たちの姿に驚き，感動していた。 

そして，毎年来ていただいているカンボジア人のＢさんをお招き 

してお話を聞いた。Ｂさんからも，今回は，カンボジアの子どもた 

ちのすばらしさを中心に話していただいたところ，その話の中で， 

子供たちが１番心に残ったのが，「カンボジアの子供たちの方が日 

本の子供たちよりも明るい」という言葉だった。前回ビデオで見た 

地雷で片足をなくした子どもの笑顔やアジア保健研修財団の冊子の 

物語に出てきた子どもたちの姿とだぶらせ，自分たちよりもつらい 

暮らしをしているカンボジアの子供たちが，明るく，優しく思いや 

りの心で人に接していることから，自分たちの生活を振り返ろうと 

する姿勢が現れてきた。 

Ａ子は，自分のポートフォリオに「平和ってナニ？」とメモを残 

した。それを取り上げて全体の場で投げかけることにより，子供た 

ちは，本当の平和とは何かということも考え始めた。家族そろって 

楽しく過ごしたり，元気に学校で勉強できたり，安心して眠ったり 

できることがカンボジアの子供たちの考える平和だということや， 

いじめもなく，互いに助け合い，相手を思いやって生活しているカンボジアの子どもたちの姿から，自分たち 

の住んでいる日本は本当に幸せなのかと疑問を持つようになってきた。そして今までの６年生が毎年，学習発 

表会でボランティア活動を訴えてきたにもかかわらず，自分がカンボジアについてよく知らなかったことに気 

づき，どんな国なのかをさらに調べ，学習発表会で自分たちの感動を伝えたいという意欲が高まっていった。 

次に，尾北国際クラブ・タイ支援の会会長さんをお招きして講演を聴いた。タイやインドの衝撃的な話に子 

供たちはさらに驚き，ボランティアの心についても学ぶことができた。 

資料１０ 

写真 ８ 

作文 ５
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子供たちのすばらしさを伝える 学区の人から絵本や文具を集める 

子どもたちは，ただ，かわいそうだという気持ちだけでなく，自分たちが忘れていた大切な心を教えてくれ 

た同じ時代に生きる世界の仲間のためにできる「チョボラ」がないかを考え，次のことを決めた。 

② カンボジアのことを調べて学区の人に伝えよう 

子どもたちは，カンボジアの地理，歴史，文化，アンコールワット，子 

どもたちの暮らし，言葉，地雷，現状に分かれて，それぞれのカンボジア 

調べを行った。そして，日本文化での中学生との学習を生かし，調べた内 

容をまとめた模造紙，カンボジアに行かれた写真家から借りたアンコール 

ワットや人々の暮らしを写した写真も発表物の中に入れて準備した。さら 

に，学区の方々や幼稚園の子供たちでも楽しめるように，カンボジアクイ 

ズや自分たちが感動したカンボジアの子供たちの紙芝居を作成した。 

そして，学習発表会で，学区の方々に効果的に自分たちの学習内容をア 

ピールすることができた。その時に集まった文具は，カンボジアの大臣に 

紹介してもらった村の子供たちに直接手渡しして喜んでもらった。また， 

絵本はコピーをＢさんに送って翻訳をお願いし，カンボジア語の絵本作り 

が始まった。 

５ 研究のまとめと今後の課題 

わたしたちにできるボランティア活動 
・ 学習発表会で児童や学区の人々にカンボジアの良いところ，現状を伝える 

・ カンボジアの子供たちのために文具を集めて送る 
・ Ｃさんに日本の絵本をカンボジア語に訳してもらい，それを絵本に貼り，手作り絵 

本をカンボジアに送る。 

Ａ子の作文 
カンボジアの子供たちに送る絵本のコピーをした。日本に住んでみえるカンボジア人のBさんという方 

に，文章をカンボジア語に訳してもらうためだ。そしてそれを絵本に貼ってカンボジアの子供たちに送る 
のである。きっかけは，そのBさんのお話だった。カンボジアの子供たちについて話してくださったのだ 
が，その中に，「カンボジアの子供たちは，日本の子供たちより明るいです。」という話があった。貧し 
い上に地雷で大変な生活をしているのに私たちより明るいなんて。そういえば，先生から見せていただい 
たビデオに出てきたＲちゃんも明るく優しい子だった。地雷をふんでしまって，自分の方が大変な目にあ 
っているのに，友達のことを考えて自分に近づかないようにと言えるなんてすごいと思った。片足をなく 
した後も，明るく過ごし，同じ目にあった子のために医者になろうとがんばっていた。私はカンボジアの 
子供たちから本当の優しさと勇気を学んだような気がする。 
Bさんの話では，カンボジアの子供たちがすごく絵本を読みたがっていて，絵本がもらえるとすごく大 

切にしているそうだ。 
そこで，学習発表会で学区の方たちにカンボジアのことを知ってもらおうと思い，カンボジアのことを 

まとめて発表し，絵本を寄付してもらうことにした。学習発表会では，毎年６年生が，カンボジアに寄付 
するために鉛筆やノートを集めていたので，それと一緒に絵本も集めてしまおうというわけだ。終わって 
みると，絵本が結構集まっていた。これならカンボジアの子も喜んでくれるかなあと思った。 
私は，集まった絵本の中から３０冊ほど選んだ。選んだ本は，日本の昔話や世界の童話がほとんどだ。 

お話を楽しんでもらいながら，日本や世界のことも知ってもらいたいからだ。 
そして，次は，その本をコピーする。コピーしながら，この本をカンボジアの子が，ずっと大切に読ん 

でくれるといいなあと思った。これからも作業を続けて，早くカンボジアに届けたいと思っている。 

資料１１ 

写真１１ 写真１０ 写真 ９ 

作文 ６
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（１）研究の成果 

手立て①について 

留学生との出会いの場を設定し，価値観の違いを見いだせる質問をすることにより，子供たちは，外国の人 

たちが自国文化を大切にしていることに感心し，さらに道徳や文化比べで，日本人が昔ながらに持っていた考 

え方を尊重し，それを世界の人々に伝えて理解してもらうことの大切さを学ぶことができた(P4作文1)。そし 

て，自分たちで課題を見つけ，それぞれの日本文化を日本人の心にまで意欲的に追究していくことができた。 

手立て②について 

追究の手立てを考えさせることにより(P5資料5)，日本文化伝承者や祖父母，学区の人々からの聞き取り調 

査から，日本人の大切にしてきたことだけでなく，仕事に対する誇りや情熱をも学ぶことができた（P4,5の 

②日本文化を調べてまとめよう）。さらに，留学生や学区の人々という発表相手を意識させることで，発表方 

法を工夫して伝えることができた。また，相手が楽しんでくれることを自分の喜びとして感じることができ 

た。(P5資料5,P15写真9・10,P7作文2） 

手立て③について 

中間報告会で検討会を行い，相互評価やＡＬＴからの他者評価の場を設定することにより，伝え方の基本を 

学ぶことができた。(P10資料8,P11資料9) また，友達や他者からの客観的な評価は，発表への自身につなげ 

ることができた。(P11作文3) 
手立て④について 

中学生との活動では，小学生単独では味わえない経験もでき，中学生からまとめ方や人との接し方等多くの 

ことを学び，その後のカンボジアでの学習で生かすことができた。また，中学生を自分の目標として成長して 

いこうとする意識も高めることができた。 

評価について 

自己評価については，前年度までと同様に作文と感想カードで行ってきた。作文を書くことで，活動への自 

己反省をするだけでなく，自分の生き方についての変容もまとめていくことができた。また，朱書きで支援し 

ていくことで，次の活動への意欲も高まったと思われる。さらに，全員の作文を常に背面黒板に掲示したり， 

交流係による交流新聞に作文を載せたりすることにより，読みあって互いの活動を知り，次への活動に生かす 

ことができた。 

反省カードには，活動内容と中学生とのかかわりについて書かせてきた。はじめの中学生との仲良し会をレ 

児童の作文から 
・・日本文化発表の内容など，大変な仕事ばかりやってくれて，わたしは，Ｉさんみたいな人になりたい 
なあと思いました。今年の交流は，すごく楽しかったです。・・・ 
・・Ｏ君は，リーダーシップがあり，とてもたよりになりました。初めてあったときはとてもこわかった 
けど，話し合っていくうちに，おもしろく，温かい人だとわかりました。・・ 
・・はじめは，わたしが指示をしていて，中学生は少し頼りないなあと思っていたけれど，今では，中学 
生のＹ君が指示をしてくれます。分からなくなったときは助けてくれたりして，さすがだなあと思いまし 
た。やっとファミリーだなという感じが出てきました。・・ 
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ベル３としてその後の活動について評価させてきたところ，「日本文化を伝えよう」では，常に高い数値を出 

し，その中でも徐々に意欲が高まっていることが伺える。 

（２）今後の課題 

この学習を通して，子供たちは人として生きていくために大切なことはどの国でも同じであることや，互い 

に心を開いて認め合い助け合って共に生きていくことの大切さに気づき，今後の自分の生活や生き方を見つめ 

直すことができた（作文８）。また，ＡＬＴや留学生，日本文化伝承者や中学生，学区の人々など多くの人と 

ふれあうことにより，共に生きる喜びとまでは行かないまでも，人とかかわることの大切さや喜びを味わえた 

と思う。 

しかし，自己評価においては，今回の方法だけでは個々に観点が変わってしまい，育てたい力に対して意識 

が向かない場合が出てきてしまう。そこで，今後は，テーマや学習との関連をふまえ，活動ごとに項目別の評 

価方法も取り入れて，学習と評価との一体化をめざし，子供の成長に生かせるものにしていきたい。そして， 

子供たちに自立の基礎を身につけさせ，国際社会で力強く生きていく力を育てていきたいと考えている。 

児童の作文 
・・日本人でも外国人でも，お互いに心を開けばすぐになかよくできるんだということがわかった。だか 

ら，世界中の人が心を開けば，そのうち戦争はなくなって，平和な世界になると思う。そのためには，お 
互いの文化を知ることは，とても大切だと思った。・・・・（Ａ子） 
・・今のわたしにはできないことがたくさんある。けれど，人を傷つけないこと，人に優しくしてあげる 
ことはできる。少しでも，みんなに笑顔でいてほしいと思うから・・ 

作文 ８


